
令和７年３月行事予定 

1 土 卒業式 

2 日 第 3 回実用英語技能検定(二次) 

3 月 午前中授業特別時間割（テスト返却） 

4 火 午前中授業特別時間割（テスト返却） 

5 水 水①②＋大掃除 入試準備         ☺ 

6 木 授業料（1・2 年生）及び校納金口座振替 一般 

入学者 

選抜 7 金  

8 土  

9 日  

10 月 
①40 分＋②③ラブリバー（雨天月①～③）  

インターンシップ報告会リハーサル 

11 火 クラスマッチ 

12 水 ⑤⑥非行防止教室             ☺ 

13 木 午前中授業特別時間割 マナトレ認定テスト 

14 金 午前中授業 インターンシップ報告会 

15 土  

16 日  

17 月 午前中授業 

18 火 午前中授業 

19 水 終業式 新 2・3 年生教科書販売（武道場）  ☺ 

20 木 （春分の日） 

21 金 合格者招集日（13:00～） 

22 土  

23 日  

24 月 小型フォークリフト(１ｔ未満)の運転業務の特別教育（学科） 

25 火 
企業説明会（2 年 就職希望者） 

PTA 年度末役員会（19:00～ 会議室） 

26 水 小型フォークリフト(１ｔ未満)の運転業務の特別教育（実技） 

27 木 小型フォークリフト(１ｔ未満)の運転業務の特別教育（実技） 

28 金 離任式(10:30～) 新 HR 発表 

29 土  

30 日  

31 月  

                           

☺…スクールライフアドバイザー来校日 

御意見・御感想は電話または FAX でお願いいたします。 

電話：0896－74－2017 FAX：0896－74－7221 

教務課より 

 春も近づいてきましたが、まだまだ寒い日が続き

ます。寒暖の差があるため、風邪も引きやすく、遅

刻・欠席がやや目立ちます。御家庭でも十分御注意

ください。 

  

進路課より 

３年生の進路決定状況を報告します。 

 

 

進学 

大学 短大 各種専修 

男 ２ ０ 13 

女 ０ ０ ７ 

計 ２ ０ 20 

 

 就職 
その他 

一般 公務 

男 15 １ ０ 

女 14 １ １ 

計 29 ２ １ 

（令和７年２月 21 日現在） 

生徒たちの努力と、保護者及び地域の方々の御協

力により、上記の成果を挙げることができました。

厚く御礼申し上げます。今年度は事務系の合格が増

え、県警察官など公務員にも合格した生徒がいます。 

さて、本校におけるインターンシップも今年度で

21 回目、２年生が参加するようになってから 15 回

目を迎えました。インターンシップを通して、挨拶・

礼儀から始まるコミュニケーションの大切さ、清掃

の大切さを学ぶことができました。この貴重な体験

を今後の学校生活に生かしていきましょう。 

１年生の皆さんは、「紙のまち魅力化プロジェク

ト」における生徒活動発表会で、工夫を凝らした内

容の濃い発表ができていたと思います。来年度のイ

ンターンシップの充実につなげていきましょう。 

 

 今年度最後の土居高だよりとなりました。この１

年間、保護者の皆様方の御理解と御協力をいただき

ましたことに、心から感謝申し上げます。 

 



  土居高だより ３月   
 

幻の紅まどんな 
教頭 藤田 美津子 

 

 土居高校に赴任して、１年が過ぎようとしています。 

 豊かな自然と優しい人達に支えられ、毎日穏やかに楽しく過ごしています。。 

 

 土居高校での楽しみはたくさんありますが、その中の一つに、生徒の皆さんが大切に育てた農作

物があります。あかぼし市に並ぶ季節折々の新鮮でおいしい農作物。特に甘夏、みかん、いよかん、

と続く柑橘は私にとって嬉しい限りです。 

 

 昨年の暮れ、あかぼし市に商品が並ぶと毎回すぐに買い物に走る私に、農場長が、「もうすぐ愛

媛果試第 28 号(通称紅まどんな)と甘平が収穫できますよ。とってもおいしいから楽しみにしていて

ください。」と、耳よりな情報を入れてくれました。なんと、なかなか普段はお目にかかれない高

級柑橘、紅まどんなに甘平とは！心の中で万歳！と叫び、その日を心待ちにしていました。 

 年が明け令和７年早々、「今年もよろしくお願いします」と職員室で挨拶を交わしていた時、農

場長が悲しそうな顔をしてやってきました。「皆さん、今年の紅まどんなと甘平、すべてサルにや

られました。すみません。」との第一声。思わず「えーっ」と声が出ました。聞くところによると、

農場のイノシシ除けの柵を飛び越えてサルが侵入し、アグリカルチャーコースの生徒が丁寧に一生

懸命かけた袋を破り、収穫目前の果実を食べ散らかしているとのことでした。農場長は言いました。

「収穫を目前に、楽しみにしていた生徒がかわいそうだ。でも、これも勉強。いくら一生懸命やっ

ても報われないときもある。」と。 

 学校の授業では、一生懸命努力をすれば必ず報われる、だから頑張ろう、先生たちはそう言いま

す。しかし今回のように、一生懸命努力をしたけれど報われない時もある、理不尽な仕打ちを受け

ることもある、つらいですよね。社会に出れば、こういった場面は実はたくさんあります。そんな

時どうしますか？落ち込んでばかりいても解決はしない、たとえ努力は報われなくても、立ち上が

り、前を向いて進まなければならない、それが社会の現実であり厳しさでもあります。すぐに立ち

上がることはできなくても、しばしの休憩をとり、エネルギーを充電したら、また前に向かって進

んでいかなくてはいけないのです。 

 そんなわけで今年度は、 ‘幻の紅まどんな’ となってしまいました。時間が経った今でも店

に並ぶ紅まどんなを見るたびに、生徒たちの落ち込んでいる顔と、農場で楽しそうに紅まどんなを

たらふく食べ散らかしているサルの姿が浮かんできて、心から「はがいたらしい（周桑弁）」と思

ってしまいます。結局、私が一番前に進めていない･･･のでしょう。来年こそは、農園で、生徒た

ちが笑顔で紅まどんなを収穫している姿が見られることを願っています。 

 


